
めていく必 業推進を図っていく。

要がある。

都市基盤整備については、令和元年度に新曽青少年の広場を整備し事業進捗率は達成した。

また、地区計画の届出については、適切な指導により、全ての届出に対し適合させることが

Ｂ
できた。

本地区の住環境の向上を図るため、継続して地区計画等を運用すると共に、整備優先度の高

い道路や公園・広場から計画的に整備を進めていく。今後は用地取得、物件補償、設計・施

→ 工等を効率的に進めていくため人員、予算については現状維持とする。

本地区の住環境の向上を図るため、地区住民等の合意形成を図りながら、財政状況を考慮した上で整備方針に基づいた効果的、効率的な道

路、公園・広場の整備を進める必要がある。
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05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・まちづくり推進課

02 市街地整備

49 新曽中央地区の整備

　新曽中央地区については、地域の特性を活かしつつ、地区住民が安心で住みやすく、仕事にも便利で活気のあるまちとな

るよう、良好な住環境や基盤整備の充実に努めます。

新曽中央地区都市整備事業

事業進捗率 都市基盤整備の計画整備面積に対する
％ 4.8 3.1 3.1 3.7 3.7 4.8

(都市基盤整備面積÷計画整備面積 )
地区計画区域内行為届出に 地区計画の内容に適合した割合

％ 100 100 100 100 100 100
おける適合率 (適合件数÷届出件数 )

新曽中央地区の都市基盤整備を効率的かつ効果的に進めていく 地域住民等の理解、協力を得ながら、道路拡幅整備を実施する

ため、平成27年度に策定した整備方針に基づき、優先度に応じ ための用地測量業務を進めていく。

た整備を進めていく必要がある。 また、公園・広場が不足する地域においては、市が保有する事

また、用地測量を実施していない地区があるため、今後の道路 業用地の活用等を含め、同地区の整備方針に基づく効果的な事

拡幅整備を進めていくにあたり残りの用地測量を進



昌彦 評価者名 小森　敏

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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03 新曽中央地区都市整備事業　（まちづくり推進課）

新曽中央地区都市整備事業

任
意

68,974
46,316

116,905

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ａ01 01 08 04 03 03 01 47,015

地区まちづくり協定に定めた 30,376 29,680

まちづくり整備計画を具体化 14,312

R1決算額 R2予算額 R3計画額 R3予算額

計（千円） 事業費 68,974 116,905 47,015 46,316

うち一般財源 59,277 113,821 30,376 29,680

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６そ
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の他見直し
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市

で終了 ９令和元年度で

施

終了

策評価シート

作成日 令和 2年 6月25日 作成者名 早川　


